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西 公 ■プ レ

ー パ ー クは ､ 助 成事♯及び､ たくさん の 人 か らの カン パで 運営されてい ます.

子 どもたちが い きい さと濃 べ る居 1 所づくりを目的 に､ 地壌に住む 人 ､ 社 食人 ､ 攣生 などたくさん の 人 が協力して

プレ
ー パ ー

クを支え てい ます .
r tヨ常にある子 どもの 遭び■をよん中に した居1 所｣ として 西 公 ■に あり縫 けて

せ旧 1 ■の ■中で立ち上が ろうとしてい る人達 へ の 支捜をこれ からも縫けていきます｡

現在lま月に 一 度 ､ 石せのr t が 轟▼檎遊び場J に慮欄 に 行 っ て います｡
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☆ 平日は ､ 雨の 日はお休みします｡
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1 2 月 1 5 日午前 1 0 時､ 到毒 した 東根市は 一

面の雪の はら っ ば｡ あそぴあラン ドも雪 をす っ

ぽりかぶり ､ 大人の陣 まで積 もるほど｡
スタ ッ フは朝から雪かきで 大忙 し｡ ｢ こんな
大雪で 誰か来るのかなあ? ｣ とい う心配をして
いると､ ぞ< ぞ< とス キ ー ウエ アで

"

完全武装
-

した子 ともた らがや っ てきま した｡

子ともたらは､ 赤や青やピンクの リリを引 っ

下けて ､ 雪で覆われた斜面へ 向かう と､ リ リす
べ りだ ! と 3 0 メ ー トル < らいある斜面を滑 っ

てはきり､ 滑 っ ては登り､ 見る見るうちに雪の

坂はな らされて いさま した｡

鼻水 も凍りそうな大吹雪 になろうと滑り足り

ない 子ともに母絹が降参 して ｢ もう帰ろうよ ～

｣

と促す場面は､ なんだか微笑ま し< 見えました ｡
ス タ ッ フ に見 せて もらっ た夏や秋の あそぴあ

ラン ドの 写真には､ 薪を割っ たり ､ 泥んこ遊び
したり ､ エ作 したりする子 どもの姿が倣 っ てい

ま した｡

｢ こ うい う 一

生懸命で真剣な顔 ､ この美顔もと

て もいい で しょ ! ｣ と話すスタ ッフ もニ ッ コ リ .

それ を見て こ っ ちもニ ッ コ リ ｡ 遊びのよさは吉

葉 じゃ な< て ､ 顔で語 られるんだなあ ｡
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